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記念物（史跡）の追加指定について 
 

令和３年６月１８日（金）に国の文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）が開催され、本県

所在の史跡４件の追加指定が答申されました。 

                                

１ 答申が行われた本県所在の史跡 

（１）史跡 宝塔山
ほうとうざん

古墳
こ ふ ん

（前橋市総社町総社 1602-7 ほか） 詳細は別添資料１ 

・７世紀中葉に造られた墳丘長６６ｍの方墳で、総社古墳群では最大規模です。 

・周堀の一部が史跡に追加指定されます。 

（２）史跡 蛇
じゃ

穴山
けつざん

古墳
こ ふ ん

（前橋市総社町総社 1587-1 ほか） 詳細は別添資料２ 

・７世紀後半に造られた総社古墳群最後の大型方墳です。 

・墳丘の一部と周堀が史跡に追加指定されます。 

（３）史跡 浅間山
せんげんやま

古墳
こ ふ ん

（高崎市倉賀野町 285 ほか） 詳細は別添資料３ 

・４世紀後半から５世紀初頭に造られた墳丘長約１７１.５ｍの前方後円墳です。 

・中堤と外堀の一部が史跡に追加指定されます。 

（４）史跡 上野
こうずけの

国
くに

多胡
た ご

郡
ぐん

正倉
しょうそう

跡
あと

（高崎市吉井町池 489 ほか） 詳細は別添資料４ 

・８世紀中頃に創建された多胡郡正倉の遺跡です。 

・正倉南辺の区画溝が新たに検出された箇所などが追加指定されます。 

 

２ 史跡数（官報告示後） 

・５２件 （追加指定のため変更なし） 

 

３  関係機関 連絡先 

（１）史跡 宝塔山古墳    

（２）史跡 蛇穴山古墳 

（３）史跡 浅間山古墳       

（４）史跡 上野国多胡郡正倉跡   

 
 
 
 
 
 

令和３年６月１８日 
地域創生部文化財保護課 
文化財活用係 
内線：２９２８ 

前橋市教育委員会文化財保護課 027-280-6511 

高崎市教育委員会文化財保護課 027-321-1292 
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資料１ 

史跡 宝塔山
ほうとうざん

古墳
こ ふ ん

（前橋市）の追加指定について 

 

１ 指定履歴  

史跡指定 昭和１９年１１月１３日  文部省告示第１０８０号 

２ 所在地（追加指定分） 

前橋市総社町総社１６０２番７ 外３筆 

３ 面積  

   既指定面積   ２，２０４．００㎡ 

   追加指定面積  １，４２８．３５㎡ 

   合計      ３，６３２．３５㎡ 

４ 所有者（追加指定分） 

   追加指定地 

 前橋市 １，４２８．３５㎡    

５ 概要 

（１）追加指定の経緯 

・平成１９～２３年度に前橋市教育委員会が当該箇所の範囲確認調査を実施し、周堀を

確認しました。  

・調査結果をもとに、令和３年１月に文部科学大臣あてに史跡の追加指定について手続

きを行いました。 

（２）立地 

・宝塔山古墳は現利根川右岸の台地上に所在します。  

・付近には、５世紀後半の遠見山
と お み や ま

古墳
こ ふ ん

（市史跡、墳丘長８８ｍ（前方後円墳））、６世

紀初頭の王山
おうやま

古墳
こ ふ ん

（市史跡、墳丘長７６ｍ（前方後円墳））、６世紀後半の二子山古

墳（国史跡、墳丘長９０ｍ以上（前方後円墳））、７世紀前半の愛宕山
あ た ご や ま

古墳
こ ふ ん

（墳丘長

５６ｍ（方墳））、７世紀後半に造られた蛇
じゃ

穴山
けつざん

古墳
こ ふ ん

（国史跡、墳丘長４４ｍ（方墳））

があり、総社古墳群を形成しています。 

（３）史跡の特徴 

・愛宕山古墳に後続し、７世紀中葉に造られた墳丘長６６ｍの方墳で、総社古墳群で３

代続く大型方墳のうち最大規模です。 

・周堀まで含めた古墳の規模は１０２ｍです。 

・同時期（古墳時代終末期）に造られた方墳としては、東日本で屈指の規模です。 

・墳丘は高さ１２ｍで、３段に造られています。 

・墳丘中段の南側に開口する横穴式石室は、全長１２.０４ｍです。 

・石室は、石材を精緻に加工して積み上げる截
きり

石切組積
いしきりくみづみ

の手法を用い、天井や壁面には

漆喰が厚く塗られていたと考えられています。 

① 宝塔山古墳の墳丘北東の周堀部分が史跡地に追加指定されます。 

② 宝塔山古墳は７世紀中葉に造られた、同時期では東日本屈指の規模を誇る方墳です。 
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・玄室に置かれた刳抜式家形
くりぬきしきいえがた

石棺
せっかん

は、底面付近の４辺に格
こう

狭間
ざ ま

が刳抜かれており、仏教

文化の影響が及んだ結果と考えられます。 

・石室石材・石棺を加工する技術、石室構築技術や壁面への漆喰の大量塗布などは畿内

の有力者層と共通するものであるため、宝塔山古墳の築造にあたっては、畿内の有力

者層の墓制の影響を強く受けたと考えられています。 

・宝塔山古墳が所在する総社古墳群では、５世紀後半から７世紀後半にかけて大型墳が

連綿と築造されました。６世紀後半以降、全国的に前方後円墳の築造が停止し、各地

の首長墳が円墳や方墳に転換する時期において、３代にわたって大型方墳が築造され

た総社古墳群の付近には、白鳳期の寺院である史跡山王廃寺跡や、史跡上野国分寺跡、

上野国府などが位置しています。 

・当地域は古墳時代後期以降、後の古代上野国の政治・文化の中心が形成される様相を

見ることができる地域であり、その中で最大規模の方墳である宝塔山古墳の占める位

置は重要なものであったと推察されます。 

 

 

 

（４）史跡宝塔山古墳位置図 

 

 

 

 

 

  

遠見山古墳 

史跡 蛇穴山古墳 

史跡 二子山古墳 

王山古墳 

愛宕山古墳 

史跡 宝塔山古墳 

史跡 上野国分寺跡

史跡 山王廃寺跡 
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（５）史跡宝塔山古墳全体平面図（前橋市教育委員会提供） 
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（６）写真（前橋市教育委員会提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

史跡宝塔山古墳上空より（上が北） 
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 史跡宝塔山古墳 墳丘北西部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

史跡宝塔山古墳 石室（前室から羨道・玄室を撮影。奥の玄室に石棺がある） 
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資料２ 

史跡 蛇
じゃ

穴山
けつざん

古墳
こ ふ ん

（前橋市）の追加指定について 

 

１ 指定履歴  

史跡指定 昭和４９年１２月２３日  文部省告示第１７６号 

２ 所在地（追加指定分） 

前橋市総社町総社１５８７番１ 外４筆 

３ 面積  

   既指定面積   １，７９３．００㎡ 

   追加指定面積  ４，３７７．３１㎡ 

   合計      ６，１７０．３１㎡ 

４ 所有者（追加指定分） 

   追加指定地 

 前橋市 ４，３７７．３１㎡    

５ 概要 

（１）追加指定の経緯 

・平成１９～２１年度に前橋市教育委員会が当該箇所の範囲確認調査を実施し、墳丘の

一部と周堀を確認しました。  

・調査結果をもとに、令和３年１月に文部科学大臣あてに史跡の追加指定について手続

きを行いました。 

（２）立地 

・蛇穴山古墳は現利根川右岸の台地上に所在します。  

・付近には、５世紀後半の遠見山
と お み や ま

古墳
こ ふ ん

（市史跡、墳丘長８８ｍ（前方後円墳））、６世

紀初頭の王山
おうやま

古墳
こ ふ ん

（市史跡、墳丘長７６ｍ（前方後円墳））、６世紀後半の二子山古

墳（国史跡、墳丘長９０ｍ以上（前方後円墳））、７世紀前半の愛宕山
あ た ご や ま

古墳
こ ふ ん

（墳丘長

５６ｍ（方墳））、７世紀中頃に造られた宝塔山
ほうとうざん

古墳
こ ふ ん

（国史跡、墳丘長６６ｍ（方墳））

があり、総社古墳群を形成しています。 

（３）史跡の特徴 

・宝塔山古墳に後続し、７世紀後半に造られた総社古墳群最後の大型方墳で、墳丘長 

４４ｍです。 

・墳丘の周囲には二重の周堀を設け、中堤には葺石を施すなど、古墳全体を飾り立てて

います。周堀まで含めた古墳の規模は８２ｍです。 

・同時期（古墳時代終末期）に造られた方墳としては、東日本の中で大型の規模です。 

・墳丘は高さ約５ｍで、２段に造られています。 

・墳丘南側に開口する横穴式石室は羨道部を欠く構造で、玄室のみです。全長は約３ｍ

① 蛇穴山古墳の墳丘の一部と周堀部分が史跡地に追加指定されます。 

② 蛇穴山古墳は７世紀後半に造られた、同時期では東日本の中でも大型の規模の方墳

です。 
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です。 

・石室は宝塔山古墳と同様に、石材を精緻
せ い ち

に加工して積み上げる截
きり

石切組積
いしきりくみづみ

の手法を用

い、天井や壁面全面に漆喰が塗られていたと考えられています。 

・石室石材・石棺を加工する技術、石室構築技術や壁面への漆喰の大量塗布などは畿内

の有力者層と共通するものであるため、蛇穴山古墳の築造にあたっては、畿内の有力

者層の墓制の影響を強く受けたと考えられています。 

・蛇穴山古墳が所在する総社古墳群では、５世紀後半から７世紀後半にかけて大型墳が

連綿と築造されました。６世紀後半以降、全国的に前方後円墳の築造が停止し、各地

の首長墳が円墳や方墳に転換する時期において、３代にわたって大型方墳が築造され

た総社古墳群の付近には、白鳳期の寺院である史跡山王廃寺跡や、史跡上野国分寺跡、

上野国府などが位置しています。 

・当地域は古墳時代後期以降、後の古代上野国の政治・文化の中心が形成される様相を

見ることができる地域であり、その中で大型方墳である蛇穴山古墳の占める位置は重

要なものであったと推察されます。 

 

 

 

（４）史跡蛇穴山古墳位置図 

 

 

 

 

  

遠見山古墳 

史跡 宝塔山古墳 

史跡 二子山古墳 

王山古墳 

愛宕山古墳 

史跡 蛇穴山古墳 

史跡 上野国分寺跡

史跡 山王廃寺跡 
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（５）史跡蛇穴山古墳全体平面図（前橋市教育委員会提供） 
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（６）写真（前橋市教育委員会提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

史跡蛇穴山古墳（中央が蛇穴山古墳、左下は宝塔山古墳）上空より（左が北） 

 

 

 

 

 

 



11 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 史跡蛇穴山古墳追加指定箇所 南西より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

史跡蛇穴山古墳 石室入り口 
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資料３ 

史跡 浅間山
せんげんやま

古墳
こ ふ ん

（高崎市）の追加指定について 

 

１ 指定履歴  

史跡指定 昭和２年４月８日  内務省告示第３１５号 

追加指定 令和３年３月２６日 文部科学省告示第４９号 

２ 所在地（追加指定分） 

高崎市倉賀野町２８５番外 ８筆等 

３ 面積  

   既指定面積  ３６，７３１．６６㎡ 

   追加指定面積  ２，６１６．６９㎡ 

   合計     ３９，３４８．３５㎡ 

４ 所有者（追加指定分） 

   追加指定面積    ２，６１６．６９㎡ 

民有地    １，６５６．００㎡ 

高崎市      ９６０．６９㎡ 

    

５ 概要 

（１）追加指定の経緯 

・平成３０年度に高崎市教育委員会が当該箇所の範囲確認調査を実施し、中堤と外堀を

確認しました。  

・調査結果をもとに所有者と高崎市教育委員会が協議を行い、同意を得ることができた

部分について、令和３年１月に文部科学大臣あてに史跡の追加指定について手続き

を行いました。 

（２）立地 

・浅間山古墳は 烏
からす

川
がわ

左岸段丘上に所在します。  

・付近には、４世紀末から５世紀初頭に造られた大鶴巻
おおつるまき

古墳
こ ふ ん

（国史跡、墳丘長約１２３

ｍ）や５世紀後半に造られた小鶴巻
こ つ るま き

古墳
こ ふ ん

（墳丘長８８ｍ）があります。 

（３）史跡の特徴 

・４世紀後半から５世紀初頭に造られた墳丘長約１７１.５ｍの前方後円墳です。 

・外堀まで含めた古墳の規模は南北約３３２ｍ、東西約２１０ｍです。 

・同時期に造られた前方後円墳としては、東日本最大規模です。 

・群馬県内では、５世紀前半に造られた太田市所在の天神山古墳（国史跡、墳丘長約 

２１０ｍ）に次いで第２位の規模です。 

・墳丘は前方部２段、後円部３段に造られています。 

① 浅間山古墳の前方部東側面の外堀
そとぼり

が史跡地に追加指定されます。 

② 浅間山古墳は４世紀後半から５世紀初頭に造られた、同時期では東日本最大規模の

前方後円墳です。 
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・埋葬施設は未調査のため不明です。 

・周堀は馬
ば

蹄形
ていけい

の二重周堀で、中堤の外側には葺
ふき

石
いし

が葺かれています。 

・これまでの発掘調査で土器片や埴輪片が出土しています。 

・墳丘の平面形が佐紀
さ き

陵 山
みささぎやま

古墳
こ ふ ん

と酷似していることから、浅間山古墳の被葬者は、畿

内勢力と強い結びつきがあったと考えられています。 

・周辺には、浅間山古墳に匹敵するような規模の同時期の古墳が造られていないため、

浅間山古墳は地域の力を結集させて造った古墳であると考えられています。 

 

※佐紀
さ き

陵 山
みささぎやま

古墳
こ ふ ん

：奈良県奈良市山陵
みささぎ

町
ちょう

にある墳丘長２０７ｍの前方後円墳。垂
すい

仁
にん

天皇
てんのう

皇后の日葉酢媛
ひ ば す ひ め の

命
みこと

の陵墓と考えられています。 

 

 

（４）史跡浅間山古墳位置図 

 

 

 

 

  

史跡 浅間山古墳 

史跡 観音山古墳 

史跡 大鶴巻古墳 

特別史跡 金井沢碑 

史跡 七輿山古墳 

特別史跡 山ノ上碑及び古墳 
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（５）史跡浅間山古墳全体平面図（高崎市教育委員会提供） 

 

 

  



15 
 

（６）写真（高崎市教育委員会提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 史跡浅間山古墳俯瞰（南東より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加指定地（南東より） 
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資料４ 

史跡 上野
こうずけの

国
くに

多胡
た ご

郡
ぐん

正倉
しょうそう

跡
あと

（高崎市）の追加指定について 

 

１ 指定履歴 

   史跡指定 令和２年３月１０日 文部科学省告示第１７号 

２ 所在地（追加指定分） 

   高崎市吉井町池４８９番 ほか６筆 

３ 面積 

   既指定面積  ２８，６３７．８６㎡ 

   追加指定面積  ３，８７９．８６㎡ 

   合計     ３２，５１７．７２㎡ 

４ 所有者（追加指定分） 

   民有地     ３，８７９．８６㎡ 

５ 概要 

（１）  追加指定の経緯 

・令和２年度に高崎市教育委員会が当該箇所の範囲確認調査を実施し、正倉南辺の区画

溝などを確認しました。  

・これまでの調査結果をもとに所有者と高崎市教育委員会が協議を行い、同意を得るこ

とができた部分について、令和３年１月に文部科学大臣あてに史跡の追加指定につ

いて手続きを行いました。 

（２）  立地 

・上野国多胡郡正倉跡は鏑川右岸の河岸段丘上にあります。真北約３５０ｍには特別史

跡多胡碑があります。 

（３）  上野国多胡郡正倉跡について 

・古代日本における地方の役所（郡家
ぐ う け

）は政務を行う施設（郡庁
ぐんちょう

）、税として納められ

た米などを保管する倉庫群（正倉）、役人の宿泊施設（館
たち

）、食事を供給する施設

（厨家
く り や

）で構成されます。 

・上野国多胡郡正倉跡は、８世紀中頃に創建された多胡郡正倉で、『続日本紀』や特別

史跡多胡碑に記された多胡郡建郡の裏付けとなる遺跡です。日本の古代史を解き明か

す上で重要な遺跡であることから、令和元年度に国の史跡として指定されました。 

・平成２３～３０年度に高崎市教育委員会が実施した発掘調査によって大規模な総瓦

葺の屋根を持つ礎石建物（法倉
ほうそう

）が建てられていたことなどが判明しています。 

・令和２年度に高崎市教育委員会が実施した発掘調査では、正倉南辺区画溝が検出され

ました。過去の調査でも南辺区画溝は検出されていましたが、東にどこまで延びるの

か不明でした。しかし、令和２年度の発掘調査によって、今まで判明していた範囲よ

りも更に東に延びていることが確実となりました。 

① 令和２年度に高崎市教育委員会が実施した発掘調査によって正倉南辺の区画溝が新た

に検出された箇所などが追加指定されます。 

② 上野国多胡郡正倉跡は『続日本紀』や特別史跡多胡碑に記された多胡郡建郡の裏付け

となるなど、日本の古代史を解明する上で重要な遺跡です。 
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（４）  位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別史跡 多胡碑  

史跡 上野国多胡郡正倉跡 

鏑川  
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（５）追加指定地の位置図（高崎市教育委員会提供） 
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（６）正倉区画溝の範囲図（高崎市教育委員会提供） 

 

 

 

 

 

区画溝が新しく

検出された箇所 

区画溝確定線 

区画溝推定線  
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（７）写真（高崎市教育委員会提供） 

 

上野国多胡郡正倉跡 俯瞰（南より） 

 

追加指定地内で新たに検出された区画溝（白線部分が溝の断面） 


